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色彩調和と色彩調和論に関する雑感
　　　　Comments 　on 　the　colour 　harmony　and 　itS　theories

名誉会員 ・松田 豐

1 ： 『美的価値工『色彩調和』f配色』

　環境で あれモ ノであれ色 は
一

色 だ けを見 る こ と は

先ずあ りない。意識の有無に拘わ らず複数の色が 同

時 に眼 に入 り、そ れ らの色が相関 しな がら、ある効

果 が生 じ る 。 それ が自然で あ ろ うが人工 で あろ うが、

無 意識 的であろ うが、意識的であ ろうが、生理的 ・

心理 的に快感 ・
不 快感をもたらす 。 その 快感が 『美

的価値」を生 じる。そ れ が 「色 彩 調和 』で あ ろ う 。

意識的に色を組み 合わせ て 成立 す る美的価値が 『配

色』の成果と考えている 。

2 ：創造性が色彩調和の課題

　具象的であれ抽象的で あれ、
L’
複数の 色

「
の 組み合

わ ぜ方 によ っ て 、美的価値が 大小
・
高 低 に別 れる 。

組み合わせ方によ っ て は マ イナ ス にな る こ とも多い 。

どの ような色 をどのよ うに組み合わせ ると、よ り高

い 、よ り大 き な価値が 生 じ る の か ？。そ の 自由な 組

み合わせを考え 、創造的な 価値を追求 するの が色 彩

調和の課題であろ う。

3 ：色彩調和論

　 こ れまで各種 の色彩調和 論
・
配色論 が構築 されて

い る 。傾聴す べ ぎ 理 論で あ る が 、そ の 多 くは普 遍

的
・
観念的な結果 にな らざるを得 ない宿命にある と

思う 。 その理論に したが っ て忠実に再 現 して 調和の

美 を得る ことは可能 である が 、「美』 に は 高低 は あ る

が上 限はな い。色彩の美の 多 くは 時と共に変貌 する

ので、調和論を超越 して 、 創造 1生がない と高い 美が

生まれな い 。 言 い 換えれば、色彩調和論は 分析結果

だか ら、そ の再 現で は創造 性は生 まれない 。 したが

っ て そ の 美 に 限界が生 じる の はや むを得な い の で は

ないか。色彩調 和論 はマ ニ ュ アル と して 「色彩調 和

の 底辺を支 える類型 で ある』とい えるの で はないだ

ろうか。また色 彩調和論が完璧 で あるとす るな らば 、

調和を構成する各々 の 単色 の 良否と、色 の 選択にお

一

ける必然性 が価値を左右 する筈だ 。 いずれに して も

調 和論 を 超 越 し て こ そ創造的な 色彩調 和の 美が存在

する。

4 ；感性が優先する

　色彩調和の価値は 「論」の類型を越えたと こ ろ で

成立す るの で 、色彩調和の 美は感性が全 て を支配す

る世界であると思 う 。

5 ：普遍的な感覚と ロー
カルな美

　色彩調和 は国と時代を越えた 、同系 段落ち配色 の

よ うな、明暗濃淡の 1丿ズム感が快い 、普遍的な感覚

に支 えられる美と、和服を は じめ民族服の色 彩のよ

うに長 い歴 史 と伝統 的文化 に培 われた、ロ
ー

カル な

感 覚に支 え られる美が存在する 。前 者はよ り生理 的

快感 （快適 性）に近 いので はな いか 。 後者 は心理 的

哲学的で 、裏付け られ る 意 味が深 く、一見 単純 に 見

えるがより高い位置 にその美があると思 う。

6 ：視神経疲労に注 目したい

　 『モ ノ』の用 に見 合 う色 や、風俗習慣や環 境の差

で生 じる、色彩の良 し悪 しの判断には、視神経疲労

が絡ん で い る の で はな い だろうか。

　網膜の 視細胞内の 視質が可視光線の刺激で光合成

に よ り変質 し、電気信号に変わ っ て 視中枢に伝わ り、

色 を 感知 す る が 、同
一

刺激 が繰 り 返 し与 え ら れ る と

視質 の変 質 と復元 が鈍 り、それが美醜 に影響 を与え

る と考え られな い だろ うか 。時空間の経過による美

の 変遷を重視 しなければならな い 。色の 変遷推移は

眼の生理的な働きに要因があると考えて いる 。
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7 ：色彩調和と色彩調 整を峻別する

　調和 は Harmony 、調整は Co −ordination であるか ら

意 味と次元 が異 なる。前者は目的意識 を有 し価値 を

意 味する。後者はよ り良い 解決を図る妥協の 意味 を
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含む。また色彩調和によ っ てもた らされる 「美的価

恒』を生 む行為が 「配色」と考え て いる。

8 ：画
一性と個 へ の対応

　造 り手は生産 性向上 を優先 して 傾向対応を重視す

るの で、少品種大量生産商品が市場を形成する。一

方使い手は自我を明確に主張 し、個別化 ・個性化を

求 める 。 これ は大きな 矛盾をは らん で い る。その解

決手段 と して 『組合せ に よ る 多様な展開 工で 『個へ

の 対 応 を 図る 』企 画 が 立 て られ た 。結果 と し て

Colour　Co −ordlnation が志向され るの で、普遍的な配

色美を構成で きる カラ
ー

ス キム （Colour　Scheme ＝

色彩計画案）の 構築が成否の 鍵にな っ た 。

9 ：集約に よ る強調 を

　時節を象徴 する色 、時季が必要 とする色 に多くは

必要ない 。 多色を訴求すると意図がボケて主張 が曖

昧になる。あ る時季の ある商品 を色彩 で 演 出する場

合は、明確に主張を訴求するために、可能な限 り少

数色 に集約 して 、意 図を強調 しな が ら、組み合わせ

（配色）で多様に展開 出来る ようにカ ラ
ー

スキ
ー

ムを

構築 しなけれ ばな らない。

　配色の美にも新旧があ り、あ るサイ クル を有 して

構成が変移す ると考え て い る。適切 な色 と色数に 集

約 して主張 を明確に し、傾向にあ っ た配色効果 で色

彩の訴求を強調したい。

10 ：色彩 の時代感覚

　 「色彩調和 ＝ 美』を構築するの に、感性が全ての

役割を果たす とすれば 、文明文化の 影響と 、時間
・

空間の 変化につ れて、美の観念と評価は常 に変化 す

る と言えよ う。色彩の 時代感覚を 「ど う捉え、どう

表現 す る か 」 は 、絶え ず色 に接 し、時代の尖端 に生

き る感 覚を錬磨 して お かなけれ ば、美を創造 し高い

価値を生むことが出来ない 。

11 ：色の面積と配置の必然性

　色彩 調和 と色 彩効果 を生 む配色行為 は、配色 を構

成する 単色それ ぞれが、「そ の 位 置 』に 1そ の 面 積』

で 存在 して い る と い う、色の使い方 に必 然的な裏 付

けがな ければな らな い 。そ の 色 群の 配置 と分量と単

色の選択の厳 しさがな ければ 「美』が成就しな い。

12 ：視感覚効果 と触感覚効果 の 運携を

一
一
　 　

一

　多くの場合 『色彩 調和』 は単 に視覚効 果だけで は

成立 しにくい ． モ ノの意味や存在 。 柄や形の性格 。

着色 ベ ー
ス と着色材の視感覚効果と触感 覚効果の 必

然 的な整 合性で 説得するも の だ か ら、場合に よ っ て

は聴感覚転移を加 え、全感覓的 に訴求の 条件を整 え

なけれ ばな らな い 。プ リ ン ト服地 を例に と る な ら ［ま、

その配色は柄パタ
ー

ン との整合性 と同時 に、布地 と

柄と の 調和、及び色調の 効果で布地の風 合い がも つ

触感覚を表現 しな ければな らな い。また プ リ ン ト柄

の配色は、配色構成タイプ の 流行推移が、成否を大

きく左右するので対応を重視 しな ければな らない。

13 ；色の訴求効果を知ること

　色彩調和を構成する場合、一色一色の も つ 生理的

心 理 的 な意 味 と効果 を知悉 す る こ と に努め て い る 。

一
つ
一

つ の色が発現する効果 を最大限 に尊重 した い 。

とは言 っ ても配色構成 した色の全てがはたらき、共鳴

しあ っ て 、全 体的総合的に色効果 を発揮さ せ る場合

もあ れ ば、あ る特 定 の色 の効 果 を演 出す る ため に 、

他の 色を犠牲にする場合も存在する 。

14 ：訓練でセ ン スを磨く

　同
一

の色相で も 、色調が変わ ると印象 ・効果が変

わ る 。配色の 前提条件 と して
一

つ
一

つ の色相の効果 、

色 調の変化 による微妙な差異と意 味を出来るだけ細

かなステ ッ プ （最低でも PCCS 色体系のステ ッ プ］く

らい）で 知悉 して い なけれ ［まな らな い 。その 知悉 し

て い る色相 ・色調の ス テ ッ プが小さ い ほ ど緻密で 優

れた配色が可能で ある。

　最終的 に は 天性 が 左右 するもの の、色彩の感性は

訓練 によ っ て 向上す る。また色 の 適用と配色感覚は、

訓練し経験を重ねな ければ技 と して向上 し、高度 の

配色構成を創出で き な い と思う 。 さらに感動を与え

得る新鮮で高度な色彩調 和は、訓 練を積 まな ければ

生 まれないと思 っ て いる。また配色感覚を向上させ る

に は PCCS 色体系 に基づ い て 、48 色 相 × 25 色調 ＝

1200 色位の、それぞれの カラ
ー

ア ピア ラ ン ス を知

悉す る と良い結果を生みやす い 。

　　 15 ：美感 は変容する

　　　 色に流行の 消長があ る ことでわ かるよ うに、配色

　　 構成にも流行がある e 時の経過 に つ れ て 美 を受け止

　 　 め る意識 が変 動するの は否定 で きな い 。従 っ て 色彩

　　 調和 の 美 は 絶対的なもの で はな い と考える。
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16 ：論理を越え て

　成功 した多くの 配色例から色彩調和論を構築する

の は可能だ ろ う。しか し逆に調和論に した が っ て 、

よ り新 しい、よ り優れた配色調和 を生む ことは難 し

い と思う。

　過去の 美の類型 か ら脱却す る創造性がなけれ ば感

動が生まれない か らで あ る。色彩調和論で は配色効

果のす べ て を説明 しきれない だろ う。創造性にたい

して論理性で 満足で きるだろうか。

17 ；相乗効果で オーラ を

　配色 において 、一
つ
一

つ の色が持 つ 効果 が生き て

い る 「彩 り』には色各々 が共鳴 しあ っ た相乗効果で

美 しいオ
ー

ラが出る。そ れをも っ て 「色彩調和の 成

立』と考え て い る。

　色彩にはだれ にでも理解 でぎる普遍性 がある。そ

し て 色彩 調和は 好 き 嫌い を越え て 存在す る 筈だ。配

色で有無 を言わさぬ美 を構築 したい。

　デザイナ
ー

にと っ て色彩調 和論が、配色の マ ニ ュ

アル を越 える存 在 で あ っ て はな らな い。マ ニ ュ アル

は平均点を目指 して い るものと考え られるからで あ

る。

18 ：材質 の効果を加 える

　 Personal　oolor 　worke は 人に伝わる 自分の印象を、

どの よ うに演出 するか 「着手 と着衣 の 色 との 、よ り

良い調和を見 つ けだす』行為であ ろう 。 言 うな らば、

人の 印象を感性で 捉え て 『その人1 と 『衣服の 色』

との よ り良 い 調 和を見 つ けだす行為だろ う 。 それ に

は説得力 を増す ために色 の効果だ けではな く、衣 服

素材の表層効果 と、衣服デザイ ン がもたらす印象も

無視 で きな い だろ う。

20 ：配色の良否はは構想の 良否

　配色訓練の 材料で あ る 同 じPCCS 配色カ
ー

ドの

199 色を使 っ ても、配色 に良否の差 異が生 まれるの

は、単色の 選択と、面積比 の設計と、色のはた らき

を表現する意図の差にある 。色選定の前提 となる配色

カ
ー ドの設 計構成意図を知悉 して いるかどうかも配

色の 上手下手に大き く関与する。

21 ：束縛される事な く衝撃的な印象を

　色彩調和 論は尊重 しなけれ ばな らないが、そ れに

束縛され る 事な く、超 越 して 、色そ れぞれが持 つ 性

格と美を見 つ め 、組み合わ ぜて 、理 屈 抜きに 見る

人々 に、衝撃的に快適な色彩感動を与えな く て はな

らない。

22 ：自然物の色彩 を観察すると

　自然物の 色は 調和が成立 し や す い 。そ れ は
一

見単

純 に見 える色であ っ ても、拡大 し熟視する と微 細に

複雑な色が混合 して い るか らだろ う。 それ に比 べ る

と人工の 色は単純 であ り、主張 が強 い。その ため組

み合わせ におい て融和 しに くい とい えよう。

　色彩 と人を結ぶ 、色彩調和の世 界は広 く深 い。色

に よ る快感の追求は人類の 究極の 課題 の ようだ 。

以上

19 ：色彩調和には

  環境の 色彩や イ ン テ リ ア の 色彩 の よう に 、回 り を

　対面視する美の場合と、

  衣服の よ うに、肉体や顔と
一

体化 して色彩調和を

　図り、美を訴求する場合の 、

二 つ が考えられる 。 調和 した回 りに包含されて感 じ

る 受 動的 な 美 と 、調和 に よ っ て 存在 を 主 張 す る 能 動

的な美があるだろ う。 この  と  は 『包含され る こ

とによる安 らぎを 目的 とする美 』 と 「人格 と 存在 を

主張 し、訴求する美』と言えるのではないか。
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